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◎
生
活
ク
ラ
ブ

た
ま
ご
飯
能
Ｇ

Ｐ
セ
ン
タ
ー
〜

排
水
処
理
プ
ラ

ン
ト

生生生活活ククララブブブたたたまままごごご((( 埼埼埼玉玉玉 )))／／／セセセイイイキキキ環環境境境管管理理((千千葉葉 ))

値
は
０
．
６
８
ｍＳ
／
㎝
、
ｐ
Ｈ
は
７
．
８
、

最
終
槽
に
亜
硝
酸
態
窒
素
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

セ
イ
キ
環
境
管
理
で
は
、
生
物
活
性
水

を
食
品
加
工
工
場
の
排
水
処
理
施
設
に
添

加
し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
、
お
に
ぎ
り
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
を
製
造
す
る
際
に
出

る
排
水
の
処
理
施
設
・
原
水
槽
に
、
処
理

の
安
定
化
や
処
理
水
の
水
質
改
善
、
臭

気
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
、
点
滴
装
置
で

添
加
し
て
い
ま
す
。

添
加
量
は
処
理
施
設
の
大
き
さ
に
も

よ
り
ま
す
が
、
１
か
月
あ
た
り
２０
リ
ッ
ト

ル
程
度
の
少
量
の
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、油
分
の
処
理
能
力
が
大
幅
に
改
善
し
、

最
高
技
術
責
任
者
の
星
野
浩
士
さ
ん
に

よ
れ
ば
臭
気
が
全
く
違
う
も
の
に
な
り
、

抑
制
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
北
は

北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
担
当
し
て
い
る

処
理
施
設
が
あ
り
、
こ
の
日
も
宮
崎
の
現

場
に
完
成
し
た
生
物
活
性
水
を
箱
詰
め

し
、
出
荷
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　
（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら

遠
藤
尚
志
）

排
水
量
や
排
水
の
水
質
自
体
も
日
々
大

き
な
変
化
が
な
く
な
り
、
排
水
処
理
も

安
定
し
て
う
ま
く
お
こ
な
え
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
出
て
き
た
排
水
と
処
理
水
を

検
査
機
関
に
出
し
て
水
質
を
測
定
し
た
と

こ
ろ
、
排
水
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
２
０
０
ｍ
ｇ
／

Ｌ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
４
３
０
ｍ
ｇ
／
Ｌ
の
と
こ
ろ
、

処
理
水
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
１２
ｍ
ｇ
／
Ｌ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ

は
２０
ｍ
ｇ
／
Ｌ
と
排
水
基
準
値
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ

２
０
０
ｍ
ｇ
／
Ｌ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
２
０
０
ｍ
ｇ

／
Ｌ
）
を
大
き
く
下
回
る
処
理
が
で
き
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
セ
イ
キ
環
境
管
理
〜
生
物
活
性
水

プ
ラ
ン
ト

１
月
２２
日
、
千
葉
県
柏
市
の
セ
イ
キ

環
境
管
理
に
設
置
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
ト

点
検
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
セ
イ
キ
環
境

管
理
に
は
、
生
物
活
性
水
の
プ
ラ
ン
ト
が

２
０
１
９
年
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
点
検

と
充
填
材
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

生
物
活
性
水
の
水
質
測
定
は
、
Ｅ
Ｃ

１
月
１０
日
、
埼
玉
県
飯
能
市
の
生
活

ク
ラ
ブ
飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て
排
水

処
理
プ
ラ
ン
ト
の
点
検
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
グ
レ
イ
デ
ィ
ン
グ

＆
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
略
で
、
生
活

ク
ラ
ブ
た
ま
ご
の
採
卵
鶏
農
場(

岡
部
農

場
・
坂
戸
農
場
〜
飲
水
改
善
と
生
物
活
性

水
プ
ラ
ン
ト
を
導
入)

で
生
産
さ
れ
た
卵

を
洗
卵
し
、
パ
ッ
ク
、
出
荷
を
お
こ
な
っ

て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
で
は
卵
の
洗
浄

水
、
機
械
の
洗
浄
水
を
平
均
日
量
約
５
ｔ

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
８
月

か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
以
来
、
運
転
調
整

を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
稼
働
開
始
か

ら
約
１
年
半
が
経
ち
、
セ
ン
タ
ー
内
の
作

業
工
程
も
安
定
し
て
き
た
と
同
時
に
、
日

生活ク生活ク生活クラブたラブたブラブたまごのまごのの排水処水処排水処排水処排 理プラ理プラ理プラ理プラントントトント
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◎
豆
伍
心
（
大
阪
）

２
０
２
３
年
１２
月
１３
日

（
水
）、
大
阪
府
高
槻
市
の
豆

伍
心
に
て
、
生
物
活
性
水

を
使
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培

◎
生
活
協
同
組
合
あ
い
コ
ー
プ
み
や

ぎ
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会

１
月
２６
日
（
金
）、
宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い

コ
ー
プ
み
や
ぎ
大
会
議
室
に
て
、
同
生
協
の
石

け
ん
環
境
委
員
会
主
催
に
よ
る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

基
礎
学
習
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
約
２０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１４
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
の
高
橋
千

佳
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。「
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
協
会
は
理
念
と
技
術
は
両
輪
と
掲
げ

て
い
る
こ
と
に
共
感
を
持
っ
て
い
ま
す
、
生
協

も
同
じ
で
運
動
と
事
業
は
両
輪
。
今
あ
い
コ
ー

プ
み
や
ぎ
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
生
協
を
目
指
し
、

農
法
研
究
会
の
生
産
者
の
み
ん
な
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
の
協
力
を
得
て
有
機
栽
培
技
術
の

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
組
合
員
も
一
緒
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
学
ん

で
暮
ら
し
の
中
で
活
か
せ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

学
習
会
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
の
秋

山
が
講
師
と
な
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
と
あ
い
コ
ー

プ
み
や
ぎ
の
つ
な
が
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
活

用
す
る
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
の
生
産
者
、
あ
い

コ
ー
プ
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
排
水
処
理
プ
ラ
ン

ト
、
現
在
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
が
協
力
し
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
「
あ
い
コ
ー
プ
資
源
循
環
型

農
業
」
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

比
較
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
総
重
量
、
平
均
重

量
は
実
験
区
の
方
が
数
値
は
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
有
意
差
が
で
る
ま
で
に
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
２
月
後
半
か
ら
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会

匠
集
団
そ
ら
取
締
役
会

１
月
１９
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会
／
匠
集
団
そ
ら
取

締
役
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会
で
は
、
第

３２
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
と
偲
ぶ
会
、

昨
年
１０
月
か
ら
１２
月
の
活
動
報
告
、
今
年
の

第
３３
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会(

秋
田
開

催)

の
進
捗
状
況
な
ど
の
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
の
三
美
産
業(

Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
法
人
会
員)
と
匠
集
団
そ
ら

が
提
案
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
畜
産
農
業
調
査
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
、
２
０
２
４
年

４
月
か
ら
１２
月
ま
で
数
回
渡
航
し
て
現
地
調

査
を
お
こ
な
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

匠
集
団
そ
ら
の
取
締
役
会
で
は
、
１
月
末

の
決
算
に
向
け
て
２
０
２
３
年
２
月
か
ら
１２

月
ま
で
の
事
業
報
告
と
決
算
見
込
み
に
つ
い

て
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が

事
業
自
体
は
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
け
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
は
理
念
と
技
術
の

両
輪
と
い
う
こ
と
、
地
球
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

織
り
混
ぜ
な
が
ら
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
は
地
球
の
自

然
循
環
や
浄
化
作
用
の
仕
組
み
を
モ
デ
ル
に

し
た
技
術
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
農
業
生

産
現
場
で
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
。
最
後
に
暮

ら
し
の
中
で
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
テ
ー
マ
に
、
生

物
活
性
水
の
家
庭
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

の
説
明
と
、
す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
組
合
員

さ
ん
の
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
組
合
員
さ
ん
か

ら
は
、
次
の
よ
う
に
様
々
な
活
用
方
法
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

・
お
風
呂
の
浴
槽
に
〜
肌
が
何
と
な
く
ま
ろ   

や
か
な
感
じ
に
な
り
、
温
ま
る
。

・
消
臭
、
猫
の
飲
み
水
に
〜
臭
い
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
。

・
排
水
口
の
ヌ
メ
リ
や
臭
い
防
止
〜
臭
く
な

く
な
っ
た
。

・
金
魚
や
魚
の
水
槽
に
〜
水
持
ち
が
い
い
。

・
苗
を
植
え
付
け
す
る
時
に
バ
ケ
ツ
に
入
れ

て
苗
根
に
吸
わ
せ
て
い
る
〜
元
気
に
育
つ
。

学
習
会
の
最
後
に
は
社
会
福
祉
法
人
み
ん

な
の
輪
の
片
岡
佑
太
郎
さ
ん
か
ら
、
あ
い
コ
ー

プ
み
や
ぎ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
生
物
活
性
水
は

仙
台
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
生
物
活

性
水
プ
ラ
ン
ト
で
製
造
さ
れ
、
プ
ラ
ン
ト
管
理

と
生
物
活
性
水
の
ボ
ト
リ
ン
グ
は
社
会
福
祉

法
人
み
ん
な
の
輪
「
わ
・
は
・
わ
若
林
」
の
利

実
験
の
検
証
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

豆
伍
心
の
社
員
５
名
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
事
務

局
の
秋
山
が
参
加
し
ま
し
た
。
豆
伍
心
は
豆

腐
屋
さ
ん
で
、
主
に
関
西
の
生
活
ク
ラ
ブ
６
生

協
向
け
の
豆
腐
や
厚
揚
げ
な
ど
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
原
材
料
は
国
産
大
豆
（
滋
賀
県
産

と
新
潟
県
産
）、
に
が
り
（
石
川
県
産
）
だ
け

を
使
い
、
充
填
豆
腐
で
は
な
く
昔
な
が
ら
の

製
造
方
法
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

生
物
活
性
水
を

使
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
実
験
は
社
員

教
育
の
一
環
と
し
て

お
こ
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

今
回
は
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
を
栽
培
し
、
潅

水
時
に
実
験
区
に

は
生
物
活
性
水
を

５０
倍
希
釈
し
た
水

と
、
対
照
区
に
は

水
だ
け
を
潅
水
し
、

重
量
や
味
な
ど
の

左が実験区／右が対照区左が実験区／右が対照区
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用
者
さ
ん
が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
片
岡
さ
ん
の
前
に
長
年
に
渡
り
生

物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
さ
れ
て
き
た
、

あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
元
理
事
の
蔦
谷
晁
子
さ

ん
が
、「
長
年
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
管

理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
手
が
ツ

ル
ツ
ル
に
な
る
の
。
８０
歳
に
な
る
け
ど
、
こ

の
手
を
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ

と
で
、
会
場
の
参
加
者
が
蔦
谷
さ
ん
の
手
を

触
り
驚
い
て
い
ま
し
た
。

学
習
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
生
物
活
性
水

に
ハ
ッ
カ
油
や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
添
加
し
て
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
消
臭
液
と
し
て
商
品
化
で
き

な
い
か
な
ど
、
生
物
活
性
水
を
よ
り
多
く
の

組
合
員
さ
ん
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
な
ど
の
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
、
今
後
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
も
協
力
し

て
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
秋
山
澄
兄)

挨拶を挨拶を挨拶を挨拶を拶をするする高するす 橋千佳理事長事長

学習会学習会学習会学習会学 後の懇後の懇懇懇親会の親会の親会の親会の様子様子

第
２２
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
ご
案
内

「
第
２２
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
高

知
県
高
知
市
土
佐
山
の
夢
産
地
と
さ
や
ま
開

発
公
社
に
て
開
催
を
い
た
し
ま
す
。

前
回
の
第
２１
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
に
引
続
き
、「
地
域
資
源
循
環
型
有
機
農

業
」
を
テ
ー
マ
に
そ
の
原
点
で
も
あ
る
夢
産
地

と
さ
や
ま
開
発
公
社
の
取
り
組
み
と
土
佐
山

地
域
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

基
調
講
演
は
、「
土
佐
山
の
歴
史
と
夢
産
地

と
さ
や
ま
開
発
公
社
の
設
立（
仮
）」と
題
し
て
、

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
の
元
全
国
理
事
の
山
本
優

作
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
本
優
作
さ
ん
は
土
佐
山
の
ご
出
身
で
、

夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社
の
設
立
に
携
わ

り
、
高
知
県
を
は
じ
め
四
国
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
の
普
及
に
尽
力
を
注
が
れ
た
方
で
す
。

土
佐
山
が
有
機
農
業
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

る
経
緯
、
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発

公
社
、
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社
」

は
、
３２
年
前
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
導

入
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
産
地
で
す
。

食
の
安
心
・
安
全
志
向
へ
の
先
駆

け
と
し
て
、
高
知
市
を
流
れ
る
鏡

川
の
源
流
域
と
い
う
土
佐
山
の
立

地
条
件
を
踏
ま
え
、
１
９
８
９
年
に
小
規
模

農
家
の
支
援
を
目
的
と
し
た
公
社
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
９
２
年
か
ら
、
地

域
未
利
用
資
源
を
活
用
し
た
有
機
堆
肥
の
製

造
を
は
じ
め
、
土
づ
く
り
に
よ
る
安
心
・
安

全
な
農
産
物
の
生
産
振
興
を
進
め
、
鏡
川
流

域
の
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
「
有
機
の
里

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
般
財
団

法
人
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社
は
、
生
姜
・

ゆ
ず
・
四
方
竹
な
ど
高
知
県
中
山
間
地
域
の

特
産
物
を
生
産
す
る
特
定
生
産
法
人
で
も
あ

り
、
有
機
関
連
農
産
物
を
扱
う
農
家
の
流
通
・

販
路
を
担
う
経
営
体
で
も
あ
り
ま
す
。

〜
開
催
要
項
〜

「
第
２２
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

地
域
資
源
循
環
型
有
機
農
業
の
原
点
に

学
ぶ
」

◆
日
時
：
２
月
２１
日
（
水
）
〜
２２
日
（
木
）

◆
２
月
２１
日
（
水
）

会
場
：
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社

     

土
佐
山
夢
産
地
パ
ー
ク
交
流
館
か
わ
せ
み   

基
調
講
演
：
「
土
佐
山
の
歴
史
と
夢
産
地
と

さ
や
ま
開
発
公
社
の
設
立
（
仮
）」

講
師
：
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社

                     

元
理
事

山
本
優
作
氏

視
察
：
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
加
工
場
、
土
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（
有
機
堆
肥
製
造
施
設
・
Ｂ
Ｍ
プ
ラ

ン
ト
）、
有
機
栽
培
の
圃
場
、
生
姜
保
存
庫
な
ど

懇
親
会:

『
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
土
佐
山
』

◆
２
月
２２
日
（
木
）

会
場
：
高
知
共
済
会
館

３
階
「
藤
」

講
演
①
「
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」

夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社

                      

統
括
理
事

大
﨑
裕
一
氏

講
演
②
「
有
機
堆
肥
の
特
性
と
未
利
用
資
源
の

活
用
」

  

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
全
国
理
事   

礒
田
有
治
氏

視
察
：
高
知
市
内
視
察

①
桂
浜
散
策
と
昼
食
＊
鰹
の
藁
焼
き
体
験

②
と
さ
の
さ
と
ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
（
Ｊ
Ａ
直

売
所
）　　
　

③
龍
河
洞
（
希
望
者
の
み
）

◆
参
加
費

セ
ミ
ナ
ー
参
加
費
：
４
０
０
０
円

　
　
　
（
１
日
の
み
の
参
加
は
２
５
０
０
円
）

懇
親
会
参
加
費
：
６
５
０
０
円

宿
泊
費
：
８
５
０
０
円

　
　
　
　
　

   （
オ
リ
エ
ン
ト
ホ
テ
ル
高
知
）

◆
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局

担
当
：
遠
藤
・
佐
々
木

電
話
：
０
３・５
２
１
１・０
６
８
１

◆
開
催
要
項
と
申
込
用
紙上

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
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る
よ
う
に
し
て
い
る
」
な
ど
を
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
秋
山
澄
兄
事
務
局
長
よ

り
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
の
近
況
と
し
て
、
昨
年

１１
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３２
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全

国
交
流
会
、
今
年
１１
月
に
秋
田
で
開
催
さ
れ

る
第
３３
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
、
２
月

２１
日
〜
２２
日
に
高
知
で
開
催
さ
れ
る
第
２２
回

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
匠
集

団
そ
ら
に
遠
藤
尚
志
氏
が
入
社
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、次
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
の
総
会・

研
修
会
の
開
催
場
所
、
内
容
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
確
認
し
ま
し
た
。

（
１
）
現
地
視
察
と
研
修
会
・
総
会
の
開
催
場

所
と
時
期

現
地
研
修
：
南
阿
蘇
村
（
南
阿
蘇
村
有
機
肥
料

生
産
セ
ン
タ
ー
＆
生
物
活
性
水
・
堆
肥
を
使
っ

て
い
る
生
産
者
視
察
）、
時
期
は
７
月
上
旬
。

座
学
の
内
容
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
基
礎
（
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
の
秋
山
澄
兄
氏
を
講
師
と
し
て
）

（
２
）
座
学
に
つ
い
て
は
、
南
阿
蘇
村
役
場
の

会
議
室
で
開
催
。
懇
親
会
と
宿
泊
は
村
内
で

は
難
し
い
よ
う
な
の
で
、隣
の
大
津
町
で
探
す
。

最
後
に
次
年
度
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
何
ら
か
の
取
り
組
み
報

告
を
秋
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
で
行
え

る
よ
う
、
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
で
準
備
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

  （
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局

秦
武
士
）

で
処
理
で
き
る
の
か
、
バ
ケ
ツ
の
蛇
口
か
ら
出

る
水
の
使
い
方
、
バ
ケ
ツ
の
蛇
口
か
ら
水
が
出

な
い
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
色
々
な
方
に
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
て
も
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ
Ｍ
事
務
局

秦
武
士
）

西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

第
１
回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

昨
年
１２
月
１４
日
（
木
）、福
岡
市
内
の
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
会
議
室
で
第
１
回
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
浦
克
稔
会
長
を

は
じ
め
役
員
１２
名
、
事
務
局
１
名
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
長
の

秋
山
澄
兄
氏
、
南
阿
蘇
村
役
場
農
政
課
の
中

川
洋
平
氏
で
す
。

最
初
に
事
務
局
よ
り
生
物
活
性
水
の
供
給

状
況
、
会
員
動
向
、
会
費
の
入
金
状
況
を
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
近

況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
複
数
の
方
よ

り
「
コ
ロ
ナ
は
収
ま
っ
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
蔓
延
し
た
」、「
今
年
は
と
に
か
く
暑
い
。

１２
月
の
気
温
と
は
思
え
な
い
状
態
」
と
異
常

気
象
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
そ
の
他
「
生
物
活

性
水
の
貯
留
用
タ
ン
ク
を
増
設
し
た
」、「
堆

肥
が
足
り
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
も
み

殻
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
」、「
水
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
た
圃
場
が
あ
る
の
で
、
井
戸
を
掘

シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
ブ
ー
ス
に
て
、
組
合
員
が

Ｂ
Ｍ
菌
体
を
使
っ
た
生
ご
み
処
理
の
モ
ニ
タ
ー

結
果
を
パ
ネ
ル
作
成
し
て
掲
示
し
、
そ
の
隣

で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
展
示
と
Ｂ
Ｍ
菌
体
や
Ｂ
Ｍ
そ

ら
（
生
物
活
性
水
）、
Ｂ
Ｍ
堆
肥
な
ど
の
商
品

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３０
ｃ
ｃ
の
ミ
ニ

ボ
ト
ル
に
Ｂ
Ｍ
そ
ら
（
生
物
活
性
水
）
を
入

れ
た
お
試
し
用
サ
ン
プ
ル
を
３
０
０
本
用
意
し

て
来
場
者
へ
配
布
し
ま
し
た
。
サ
ン
プ
ル
を
配

り
な
が
ら
声
を
掛
け
、
パ
ネ
ル
の
前
や
ブ
ー

ス
に
来
ら
れ
た
色
々
な
方
と
お
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
主
に
生
ご
み
処
理
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
に
興
味
が
あ
る
方
で
「
Ｂ
Ｍ
そ
ら
と
い

う
名
前
は
知
っ
て
い
る
が
使
い
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
」、「
生
ご
み
処
理
を
し
て
い
る
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
質
問
（
ウ
ジ
が
湧

く
、
生
ご
み
用
バ
ケ
ツ
の
中
で
ど
の
く
ら
い
ま

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
お
か
や
ま

「
２０
ｔ
ｈ
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
参
加
報
告

昨
年
１２
月
１０
日
（
日
）、
岡
山
県
岡
山
市
北

区
の
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
に
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
協
お
か
や
ま
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
２０
ｔ
ｈ

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
お
か
や
ま
の
設
立

２０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
取
引
先
や
産
地
、
岡
山
県
内
で
環
境
問

題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
企
業
な
ど
約
７０
社

が
参
加
さ
れ
、
匠
集
団
そ
ら
も
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ
Ｍ
事
務
局
の

秦
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
気
温
が

２０
℃
近
く
に
も
上
が
り
、
と
て
も
１２
月
と
は

西日本西日本西 ＢＭＷＢＭＷ技術技術協技技術協会役員会役員会役員会役員員会会会会会

思
え
な
い
ほ

ど
の
陽
気
で
、

来
場
者
は
約

４
千
人
ほ
ど

で
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
開
始

時
よ
り
多
く

の
方
が
来
場

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

「
ご
み
は
資

源
！
ワ
ー
ク

ＧＣおＧＣおかやまかやま２０ｔ２０ｔｈアニｈアニア バーサバーササバーサリリリーマリーマーケッーケッーケットト
来場者来場者と話をと話をする秋する秋山澄兄山澄兄氏氏
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切り花の実験
いずれも左が「①水だけ」、右が「②ＢＭそらを希釈」

全
国
交
流
会
へ
の
道

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１

今
年
の
１１
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
、

第
３３
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
に
向
け

て
、
１２
月
２１
日
に
秋
田
県
小
坂
町
の
ポ
ー
ク

ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
に
て
準
備
会
議
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
代

表
の
豊
下
勝
彦
常
任
理
事
と
４
名
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
と
、
会
場
の
選
定
と
開
催
日
程
に
つ

い
て
相
談
を
し
ま
し
た
。
会
場
に
つ
い
て
は
、

鹿
角
市
、
大
潟
村
の
２
カ
所
が
候
補
に
あ
が

り
、
ど
ち
ら
に
す
る
か
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
交
流
会
の
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
３
日
間
の
開
催
と
し
、
１
日
目
を
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
協
会
創
設
３０
周
年
記
念
式
典
、
２
日

目
に
全
国
交
流
会
、
３
日
目
に
視
察
交
流
会

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
全
国
交
流
会
の
目
的
の
ひ
と
つ

に
、
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
堆
肥
を
活

用
し
て
い
る
北
秋
田
市
、
能
代
市
、
大
潟
村

な
ど
の
野
菜
生
産
者
（
ネ
ギ
や
タ
マ
ネ
ギ
）

を
中
心
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
資
源
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
を

Ｊ
Ａ
な
ど
も
含
め
て
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、

３
月
に
北
秋
田
市
で
野
菜
生
産
者
や
養
鶏
生

産
者
を
対
象
と
し
た
学
習
会
の
開
催
を
企

画
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

  ( 

報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
秋
山
澄
兄)

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
福
祉
・
リ
ビ
ン
グ

選
定
委
員
会
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
１０
日
（
水
）、
福
岡
市
内
の
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
福
祉
・
リ
ビ
ン
グ
選
定
委
員
会
の
中

で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
福
祉
・
リ
ビ
ン
グ
選
定
委
員
会
と
は
、

各
会
員
生
協
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
が

集
ま
り
、
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商
品
や
モ
ニ

タ
ー
商
品
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
て

選
定
す
る
会
議
で
す
。
昨
年
も
同
時
期
に
開

催
し
て
お
り
、
２
年
続
け
て
の
開
催
で
す
。

今
回
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
と
現

地
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
、
リ
ア
ル
参

加
１１
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
３
名
、
福
祉
・
生

活
事
業
部
事
務
局
２
名
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ

Ｍ
事
務
局
の
宮
﨑
と
秦
の
計
１５
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
は
匠
集
団
そ
ら
の
秋
山
澄
兄

氏
で
、リ
ア
ル
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、

足
を
負
傷
さ
れ
た
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

の
関
係
と
繋
が
り
か
ら
始
ま
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

と
は
（
Ｂ
（
バ
ク
テ
リ
ア
）
Ｍ
（
ミ
ネ
ラ
ル
）

Ｗ
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
）
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
）、
畜

産
や
耕
種
農
業
で
の
活
用
事
例
を
説
明
い
た

だ
い
た
後
、
メ
イ
ン
と
な
る
「
暮
ら
し
の
中
で

す
か
。

Ａ
、
消
費
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
光
や

蛍
光
灯
な
ど
が
当
た
ら
な
い
冷
暗
所
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
、
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
花
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
希

釈
す
る
時
、
薄
す
ぎ
た
り
、
濃
す
ぎ
た
り
す

る
と
効
果
に
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
、
花
で
あ
れ
ば
３０
〜
１
０
０
倍
く
ら
い
の
希

釈
が
よ
い
で
す
。濃
さ
で
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
動
物
の
糞
尿
の
臭
い
が
抑
え
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
オ
ム
ツ
な
ど
に
使
っ
て
す
ぐ
に
臭
い

が
抑
え
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ
、
す
ぐ
に
は
消
え
ま
せ
ん
。
徐
々
に
臭
い

が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
農
場
は
動
物
の
飲
み

水
か
ら
改
善
し
て
い
る
の
で
よ
り
臭
い
が

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  （
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ
Ｍ
事
務
局

秦
武
士
）

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
活
用
」
を
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

の
事
務
所
や
秋
山
事
務
局
長
の
自
宅
で
実
際

に
使
っ
て
い
る
こ
と
を
例
と
し
て
織
り
交
ぜ
な

が
ら
説
明
い
た
だ
き
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
販

売
し
て
い
る
Ｂ
Ｍ
商
品
（
Ｂ
Ｍ
そ
ら
、
Ｂ
Ｍ
菌

体
、
Ｂ
Ｍ
有
機
堆
肥
な
ど
）
の
説
明
や
使
い

方
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
・
生
活
事
業
部
の
事
務
局
が

今
回
の
学
習
会
に
合
わ
せ
、
切
り
花
に
Ｂ
Ｍ
そ

ら
を
使
っ
た
実
験
を
さ
れ
、
実
物
を
目
の
前
に

し
て
実
験
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
デ
イ
ジ
ー
と
ス

イ
セ
ン
、
ス
ト
ッ
ク
の
２
種
を
準
備
さ
れ
、
①

水
だ
け
、
②
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
希
釈
、
で
実
験
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
、
見
た
目
か
ら
歴
然
で
、
②

Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
希
釈
し
た
方
は
水
が
透
明
で
花

が
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
①
水
だ
け
の
方

は
水
が
濁
り
花
は
萎
れ
て
傾
い
て
お
り
、
目
に

グリーンコンココーコーコーコープ福祉プ福プ福祉プ福祉プ福祉福 ・・リビ・ ング選選定委員委員委員員会会会会会会学習会学習会学習会学習会習会ののの様子の様子の

見
え
る
実
験
結
果

で
し
た
。

最
後
に
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
で
質

問
い
た
だ
い
て
い

た
分
を
応
答
し
、

学
習
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

Ｑ
、
大
き
い
サ
イ

ズ
の
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を

購
入
し
た
が
、
消

費
期
限
は
あ
り
ま

      　 ①      ②              ①      ②
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巻
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【
１
月
の
活
動
】

１０
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
福

　

祉
・
リ
ビ
ン
グ
選
定
委
員
会
向
け
の
Ｂ
Ｍ

　

Ｗ
技
術
学
習
会

　
　

埼
玉
県
飯
能
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
た
ま
ご

　

飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１１
〜
１２
日　

大
分
県
中
津
市
の
下
郷
酪
農
組

　

合
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

　
　

耶
馬
溪
フ
ァ
ー
ム
の
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
導

　

入
に
つ
い
て
現
地
調
査
と
打
合
せ

１４
日　

静
岡
県
浜
松
市
の
浜
名
酪
農
を
視
察

１９
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

　

常
任
委
員
会
と
匠
集
団
そ
ら
取
締
役
会
を

　

開
催

２２
日　

千
葉
県
柏
市
の
セ
イ
キ
環
境
管
理
に

　

て
プ
ラ
ン
ト
点
検

２４
日　

福
岡
県
宮
若
市
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

　

連
合
会
若
宮
物
流
セ
ン
タ
ー
と
筑
紫
野
市

　

の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
福
岡
青
果
セ

　

ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

　
　

山
梨
県
笛
吹
市
に
て
や
ま
な
し
自
然
塾

　

の
新
年
賀
詞
交
換
会
に
出
席

２５
日　

熊
本
県
菊
池
市
の
久
川
養
鶏
場
に
て

　

プ
ラ
ン
ト
巡
回

　
　

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ク
ラ

　

ブ
新
春
の
集
い
に
出
席

２６
日　

熊
本
県
南
阿
蘇
村
の
南
阿
蘇
村
有
機

　

肥
料
生
産
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検
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宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ

　

に
て
、
石
け
ん
環
境
委
員
会
主
催
の
Ｂ
Ｍ

　

Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会

３０
日　

茨
城
県
茨
城
町
に
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関

　

係
者
の
茨
城
Ｂ
Ｍ
視
察
に
参
加

【
２
月
の
活
動
予
定
】

２
日　

宮
城
県
仙
台
市
に
て
、
あ
い
コ
ー
プ

　

農
法
研
究
会
の
総
会
に
出
席

３
日　

宮
城
県
仙
台
市
に
て
、
あ
い
コ
ー
プ

　

み
や
ぎ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
に
参
加

６
日　

埼
玉
県
飯
能
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
た
ま
ご

　

飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

９
〜
１０
日　

宮
城
県
仙
台
市
に
て
、
あ
い
コ
ー

　

プ
み
や
ぎ
共
生
会
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
分
科

　

会
に
出
席

１５
日　

山
梨
県
北
杜
市
の
白
州
郷
牧
場
に
て

　

プ
ラ
ン
ト
補
修

１７
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
理
事
会
・
評

　

議
会
に
出
席

２１
〜
２２
日　

高
知
県
高
知
市
に
て
第
２２
回
Ｂ

　

Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

２７
日　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ふ
く
お
か
西
地
区

　

総
会
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会

２８
日　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
の
カ
ネ
シ

　

ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

　

理
事
会
と
プ
ラ
ン
ト
点
検

BM

　　

薬 

膳 

の 

話      

〜
生
姜  

〜

　

四
気
は
「
温
」、五
味
は
「
辛
」、帰
経
は
「
肺
、胃
、

す
い
臓
」
で
す
。

　

吐
き
気
を
抑
え
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
ま
す
。
鼻

詰
ま
り
、
冷
え
、
頭
痛
、
乗
り
物
酔
い
や
二
日
酔

い
に
も
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
薬
味
と
し
て
、
魚

や
肉
の
殺
菌
や
臭
み
を
消
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

生
の
生
姜
に
は
、
ジ
ン
ゲ
ロ
ー
ル
が
含
ま
れ
て

い
て
、
殺
菌
や
抗
炎
症
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

体
表
の
温
度
を
上
げ
て
発
汗
を
促
し
、
熱
を
下
げ

ま
す
。

　

１
０
０
℃
で
１
時
間
以
上
蒸
す
と
、
ジ
ン
ゲ
ロ
ー

ル
の
一
部
が
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
に
変
化
し
て
、
血
流

を
改
善
し
内
臓
温
度
を
上
げ
る
作
用
も
加
わ
り
ま

す
。
蒸
し
た
も
の
を
乾
燥
さ
せ
る
と
、
漢
方
薬
の

「
乾
姜
〜
カ
ン
キ
ョ
ウ
」
に
な
り
ま
す
。
身
体
を
温

め
、
冷
え
か
ら
く
る
頭
痛
や
下
痢
、
下
半
身
の
痛

み
に
使
い
ま
す
。
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
一
年
で
一

番
寒
い
こ
の
季
節
に
是
非
、
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

痔
疾
の
あ
る
人
や
、
充
血
性
の
眼
病
の
人
、
で
き

も
の
が
で
き
や
す
い
人
は
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

　

ジ
ン
ジ
ベ
イ
ン
と
い
う
凝
乳
酵
素
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
を
使
わ
ず
に
牛
乳
を

固
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
吐
き
気
が
あ
る
と
き
は
、
生
姜
を
絞
っ
た
汁
に

　

熱
湯
を
注
い
で
飲
み
ま
す
。

●
風
邪
の
ひ
き
か
け
に

・
擦
っ
た
ゴ
マ
と
、
お
ろ
し
生
姜
、
は
ち
み
つ
に
熱

　

湯
を
注
ぐ
。（
甘
口
）

・
長
ネ
ギ
と
生
の
生
姜
を
刻
み
、
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ

　

で
１０
分
煮
る
。（
辛
口
）

●
乾
姜
〜
内
臓
温
度
を
上
げ
身
体
を
温
め
る

・
生
姜
を
洗
い
、
ス
ラ
イ
ス
し
て
１
時
間
蒸
し
、        

　

ざ
る
に
広
げ
て
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
ま
で
乾
燥
さ

　

せ
る
。 

汁
物
や
煮
物
に
加
え
た
り
、
飲
み
物
に

　

入
れ
た
り
し
て
使
い
ま
す
。
薬
効
が
強
い
の
で
、

　

１
日
３
グ
ラ
ム
を
目
安
に
取
り
ま
す
。

●
姜
撞
乳
〜
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ミ
ル
ク
プ
リ
ン

　

皮
付
き
生
姜
の
絞
り
汁
／
大
１　

　

牛
乳
／
２
０
０
ｃ
ｃ　

砂
糖
／
大
１

・
皮
付
き
生
姜
の
絞
り
汁
は
あ
ら
か
じ
め
器
に
入
れ

　

て
お
く
。

・
鍋
に
牛
乳
を
入
れ
砂
糖
を
加
え
中
火
で
沸
騰
手

　

前
の
小
さ
な
泡
が
ふ
つ
ふ
つ
す
る
ま
で
温
め
、

　

火
を
消
し
冷
め
る
ま
で
待
つ
。

・
７０
℃
に
な
っ
た
ら
、
生
姜
の
絞
り
汁
を
入
れ
た

　

器
に
静
か
に
注
ぎ
、
か
き
ま
わ
さ
ず
濡
ら
し
た

　

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
覆
い
、
固
ま
る
ま
で
置
い

　

て
お
く
。

※
成
分
無
調
整
の
乳
脂
肪
分
高
め
の
牛
乳
を
使
用

　

す
る
、
固
ま
ら
な
い
時
は
、
レ
ン
ジ
で
７０
℃
に

　

加
熱
し
て
そ
の
ま
ま
冷
ま
す
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

佐
々
木
エ
リ
カ

北
京
中
医
薬
大
学
日
本
校
薬
膳
養
成
学
科
卒
業
。

中
医
薬
膳
士
、
総
合
漢
方
研
究
会
会
員
。
昭
和
漢

方
生
薬
ハ
ー
ブ
研
究
会
会
員
。
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